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（1）対象地域 

 福島第 1 原発北西 30km に位置する新田川，真野川の流域内の水田圃場（計 10 ヵ所） 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

セシウムの表面流出については多くの研究がなされているが、下方浸透（深部移行）に関する研究は

それほど多くない．基底流成分の汚染による長期的なセシウムの流出は今後検討すべき課題となろう． 

（2）流出挙動・経路 

事故後 30 ヵ月以上も経過すると累積降雨量は 3300mm に達したが、放射性セシウムのインベントリ

の 46.8 - 98.7%が土壌の表層 5cm 以内に検出された｡セシウムが土壌に吸着している場合は、深部への浸

透の可能性は低いと考えられるが、水みちや短絡流，人為的な攪乱（耕耘）がある場合は水の移行に伴

う深部移行が顕著になる｡ 

（3）除染の際の留意点 

relaxation mass depth（放射性核種の浸透深さを示す指数）が大きくなった圃場もあり、草刈りや営

農作業などが関与していると考えられた。当該地域では浸食をもたらすイベントが生じているため、進

行中の除染作業によって土壌浸食の程度を助長する可能性がある。降雨イベントによる深部移行を防ぐ

には、植生を除外した後、迅速に表層の土壌を取り除くことが望ましい。 
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